
 
 
 
 

 

夏休みが終わり、子どもたちの元気な声と笑顔がもどってきました。 

今年は、熊本の地震や千葉を中心とした豪雨など、大きな災害があり、毎日のように被害

の様子を目にしていました。皆様の中には実際に被害にあわれた方や、関係の方々に被害が

ありご心配をされていた方もいらっしゃると思います。心よりお見舞い申し上げます。また、

いまだ影響が大きい中、復旧・復興、ボランティアの活動に取り組まれている方々にも感謝

と敬意を表します。 

改めて自分を振り返ると、非常持ち出し袋や３日分程度の水・食料の備蓄は行っているも

のの、自分の住んでいる地域の地盤や、日頃よく通る道の高低差を意識していたかというと、

あまり考えていなかったというのが実状です。特に近年の雨の降り方を考えると、短時間で

一気に危険な状況になり得ます。まずはハザードマップやアンダーパス、水路などについて、

区の HP から調べてみました。次は、急な大雨のときの正しい、もしくはより安全な行動の

仕方についても知っておかなければならないと考えています。 

学校では、地震・火災時の避難訓練を通して、いざというときの命を守る行動について継

続して指導するようにしてきました。しかし、今まで以上に様々な想定をして訓練してかな

ければならないと痛感しました。また、地域の方や保護者の皆様とも、改めて防災について

一緒に取り組んでいく重要性も感じています。 

今年は１１月２８日の土曜参観の日に、３・５年生が行っていた防災教室を拡大し、全学

年で取り組むことを予定しています。さらには、地域防災拠点の皆様にもご協力をお願いし、

保護者の方の参加・体験ができるような取組も計画しております。ぜひ、これを機に、各ご

家庭の日頃の備えを見直すとともに、地域防災のあり方についても、ともに考える機会とさ

せていただきたいと思います。 

ご理解とご協力をいただけますよう、よろしくお願いいたします。 
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